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 「子育てをしながらでも地域に貢献したい」そんな想いを持った主婦たちが集まり、日々試行錯誤しながら
米粉パンを製造しています。今回は新見市哲西地区の「こめ工房」(代表 野村真由美さん)を訪ねました。 
 

 

   

米粉でまちおこし 
 

 新見市哲西地区（旧哲西町）は、岡山県の北西部に

位置し、県内でも有数の米どころです。平成15年、米

の消費拡大を目指していた町の取組で、道の駅「鯉が

窪」（運営：第３セクターのアクティブ哲西）の敷地

内に「こめ工房」を立ち上げ、米粉パンの製造・販売

が始まりました。この時、米粉パンのつくり手となっ

たのが、地元婦人会「若妻会」の６名でした。 

 

  

新商品の開発 
 

 「こめ工房」では、ピオーネ、トマト、千屋牛等、

地元の特産物を使用したオリジナル商品の開発に取り

組み、地産地消のＰＲ活動も積極的に行っています。 

 野村さんは「店には岡山や倉敷、県外からも買いに

来てくださる方がいて、何より『美味しかった』と

言ってもらえるのがうれしい。これからもたくさんの

人に食べに来てもらえるよう頑張りたい」と話されま

す。地域の豊かな恵みとスタッフの熱い情熱が、「こ

め工房」のパンをより一層美味しくしていると感じま

した。     （千屋牛バーガー） 

     （こめ工房店内） 

地域に広がる米粉パン 
 

 平成17年に、製パン・製粉施設が建設されると、製

造は本格的なものになりました。スタッフも10名とな

り、パンの種類は約50種に増え、一日の生産量は約

500個となりました。 

 学校給食のためのパンづくりは、哲西町から市内の

小中学校約30校に広がり、店頭販売のほかに、販売車

２台を使っての移動販売も始めました。 

 

  

（代表の野村さん（右端）とスタッフの皆さん） 

苦労と努力 
 

 早朝３時からの仕事のため、スタッフのローテー

ションを始めとした主婦ならではの苦労があります。

「家庭、地域の協力が欠かせません」と野村さん。 

 しかし、「独立採算性で運営している以上、仲良

しグループではやっていけない」と毎年製パン技術

の講習会に参加し、努力を重ねています。 

  

      （製粉施設） 
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トピックス 

 中国四国農政局では、ライフステージの初期段階である「乳幼児期」における食育の重要性を認
識して取組の輪を更に広げるため、「乳幼時期における食育の大切さ！」をテーマに中国・四国地
域「食育シンポジウム」を開催します。 
 

◆日時：平成24年３月１日（木曜日）13時30分～16時 

◆場所：岡山国際交流センター２階「国際会議場」（岡山市北区奉還町２－２－１） 

◆定員：80名程度（※先着順） 

◆申込方法：ＦＡＸ又はＷＥＢメール（平成24年２月17日締切） 

◆お問い合わせ先： 

  中国四国農政局消費・安全部消費生活課(清水、下岡) 

  ＴＥＬ：086-224-4511(内線2313、2320)  ＦＡＸ：086-224-4530  

≪中国・四国地域「食育シンポジウム」を開催≫ 

 中国四国農政局では、事業者の皆さま並びに消費者の皆さまに米トレーサビリティ制度について理解

を深めていただくとともに制度の推進を図るため、「中国四国農政局 米トレーサビリティ・フォーラ

ム」を開催します。 

 

◆日時：平成24年２月29日(水曜日) 13時30分～16時45分 

◆場所：岡山第２合同庁舎「２階共用会議室 」(岡山市北区下石井１－４－１) 

◆定員：200名(※先着順) 

◆申込方法：ＦＡＸ、電話又はＷＥＢメール（平成24年２月22日締切） 

◆お問い合わせ先： 

 中国四国農政局消費・安全部流通監視課（安藤、大西） 

 ＴＥＬ：086-224-4511(内線2371、2375)  ＦＡＸ：086-224-7714 

インフォメーション  

≪ 「中国四国農政局 米トレーサビリティ・フォーラム」を開催≫ 

 農林水産省は１月18日、岡山市のピュアリティまきびにお

いて「我が国の食と農林漁業の再生のための基本方針・行動

計画」に関する中国ブロック会議を開催しました。中国５県

の自治体を始め、農業者、関係団体など約130名が出席しま

した。 

 会議では、筒井農林水産副大臣のあいさつに続き、農林水

産本省の担当者から同方針・計画の具体的な進め方及び平成

24年度農林水産予算の概算決定について説明を行いました。 

 その後、各県の部長等から「人・農地プランの実効性の確

保及び柔軟な運用」「耕作放棄地対策の充実」等、施策の推

進に向けた様々な提案が出され、活発な意見交換が行われま

した。 

≪ 「我が国の食と農林漁業の再生のための基本方針・行動計画」に関する
中国ブロック会議を開催≫ 

◆平成24年度農林水産予算の概算決定は、こちらをご覧ください。 
  http://www.maff.go.jp/j/budget/2012/kettei.html 

 （筒井農林水産副大臣のあいさつ） 
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